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家
内
労
働
者
へ
仕
事
（
内
職
な

ど
）
を
委
託
し
て
い
る
事
業
主
の

方
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
家

内
労
働
者
数
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
督
署
に
「
委
託
状
況
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
４
月
30
日
Œ
ま
で
に

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
三
鷹
労
働
基
準
監
督
署
ò
48

―
１
１
６
１

河
川
の
調
節
池（
金
山
調
節
池
）

と
下
水
道
の
工
事
現
場
（
落
合
川

雨
水
幹
線
）
な
ど
の
見
学
。
対
象

は
小
学
４
年
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）。

▽
５
月
18
日
À
実
施
。
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
。

▼
４
月
23
日
Œ
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
電
話
な
ど
を
記
入

し
、
「
〒
163
―
８
０
０
１
東
京
都

都
市
計
画
局
施
設
計
画
課
」
へ
申

し
込
む
。
定
員
100
人
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。

∞
都
施
設
計
画
課
ò
03
―
５
３

８
８
―
３
２
９
８

デ
ィ
U
ゼ
ル
車
を
使
用
し
て
い

る
市
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
、
今

年
10
月
か
ら
始
ま
る
都
内
走
行
規

制
へ
の
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う

か
。
市
と
東
京
都
の
共
催
で
、
デ

ィ
U
ゼ
ル
車
規
制
の
概
要
・
各
種

支
援
制
度
に
つ
い
て
の
地
域
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
４
月
21
日
Ã
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
、
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
241

号
会
議
室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

３
・
２
５
２
４

「
汚
水
処
分
場
」
か
ら
「
処
理

場
」
へ
と
名
称
を
変
え
て
今
年
で

50
年
。
下
水
処
理
場
の
役
割
は
水

を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
東
京
都
で
は
、
さ
ら
に
み
な

さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
下
水
処
理

場
を
目
指
し
、
新
し
い
名
称
を
募

集
し
ま
す
。

◆
賞

最
優
秀
賞
（
１
人
）
に
賞

金
５
万
円
と
記
念
品
ほ
か

▼
４
月
30
日
Œ
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
官
製
は
が
き
に
処
理
場
新

名
称
（
ふ
り
が
な
）
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
職
業
（
学
生
は
学

年
）
を
記
入
し
「
〒
163
―
８
０
０

１
東
京
都
下
水
道
局
広
報
サ
U
ビ

ス
課
」
へ
郵
送
、
ま
た
は
下
水
道

局
の
ホ
U
ム
ペ
U
ジhttp://w

w
w
.g
esui.m

etro.tokyo.jp

で
応
募
す
る
。

∞
東
京
都
下
水
道
局
広
報
サ
U

ビ
ス
課
ò
03
―
５
３
２
０
―
６
５

１
５

抽
選
は
公
開
抽
選
で
す
が
、
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

抽
選
時
の
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
同
工
房
へ
。

∞
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

（
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
開
館
）
ò
34

―
３
１
９

リ

サ

イ

ク

６ル

◇
展
示
・
受
付

４
月
12
日
—
〜

19
日
—

◇
抽
選
会

４
月
20
日
À
午
前
11

時
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
は
、

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家
具

な
ど
の
「
掘
り
出
し
物
」
を
今
月

も
抽
選
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

申
込
時
に
官
製
は
が
き
（
郵
便

料
本
人
負
担
）
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
こ
の
は
が
き
で
「
当
選
・
落

選
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
当
選

し
た
方
は
、
抽
選
日
の
翌
日
曜
日

ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
済
ま

せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

昨
年
、
市
内
で
は
62
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
原
因
の
ワ
U

ス
ト
３
は「
放
火（
疑
い
を
含
む
）」

に
よ
る
も
の
が
18
件
（
29
％
）
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
ガ
ス
テ
U

ブ
ル
類
」
15
件
（
24
％
）、「
た
ば

こ
」
９
件
（
15
％
）
の
順
で
し
た
。

火
災
を
な
く
す
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い
環

ま
た
、
環
境
セ
ン
タ
U
へ
ご
み

を
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
有
料
）。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

９
・
環
境
セ
ン
タ
U
ò
43
―
０
８

９
４

武
蔵
野
・
三
鷹
両
市
で
構
成
し

て
い
た
武
蔵
野
三
鷹
地
区
保
健
衛

生
組
合
が
３
月
31
日
で
解
散
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
市
内
か
ら
出

さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご
み
を
焼
却
処

理
し
て
い
る
旧
・
武
蔵
野
三
鷹
地

区
保
健
衛
生
組
合
立
第
１
処
理
場

（
新
川
１
―
６
―
１
）
の
名
称
が
、

４
月
１
日
か
ら
「
三
鷹
市
環
境
セ

ン
タ
U
」に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
組
合
の
解
散
に
よ
る
ご

み
収
集
方
法
な
ど
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
内
で
、「
サ
ム
タ
U
ン
回
し
」

に
よ
る
空
き
巣
被
害
や
、
車
の
窓

ガ
ラ
ス
を
破
壊
す
る
車
上
ね
ら
い

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

今
年
１
〜
２
月
に
市
内
で
は
侵

入
窃
盗
が
50
件
以
上
発
生
し
、
う

ち
17
件
が
ド
ア
の
鍵
穴
横
に
穴
を

開
け
、
内
鍵
（
サ
ム
タ
U
ン
）
を

回
し
て
開
鍵
す
る
「
サ
ム
タ
U
ン

回
し
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
に
よ
る

被
害
で
し
た
。

サ
ム
タ
U
ン
回
し
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
「
サ
ム
タ
U
ン
ガ
U
ド
」

を
取
り
付
け
る
方
法
が
有
効
で

す
。
内
鍵
の
部
分
を
円
筒
形
の
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
囲
み
、
サ
ム
タ

U

ン
へ
の
接
触
を
阻
む
も
の
で

す
。
一
般
の
錠
前
店
な
ど
で
も
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
被
害
に
あ

う
前
に
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
車
上
ね
ら
い
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
１
〜
２
月
に
発
生
し

た
34
件
中
23
件
が
車
の
ド
ア
の
窓

ガ
ラ
ス
を
破
壊
す
る
方
法
で
し

た
。車

上
ね
ら
い
の
被
害
を
防
ぐ
に

は
、
駐
車
す
る
と
き
に
貴
重
品
を

車
内
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
販
売
し
て
い
る
盗
難
防
止

器
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
の

方
法
で
防
衛
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
三
鷹
警
察
署
警
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課
ò
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０
１
１
０
内
線
２
６
１
２

の
主
な
対
象
期
間
は
昭
和
56
年
か

ら
平
成
12
年
の
20
年
間
と
な
り
ま

す
。
記
述
編
・
資
料
編
の
２
分
冊

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
両
方
を
収

録
し
た
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
同
時
に

制
作
し
ま
し
た
。

記
述
編
の
内
容
は
、
三
鷹
市
議

会
の
活
動
の
記
録
を
議
員
任
期
の

４
年
ご
と
に
記
述
し
て
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

資
料
編
は
、
対
象
期
間
の
20
年

間
の
三
鷹
市
議
会
の
活
動
の
記
録

を
デ
U
タ
と
し
て
収
録
し
た
も
の

で
、
本
会
議
や
委
員
会
の
記
録
、

市
議
会
の
組
織
や
運
営
、
歴
代
議

員
の
略
歴
、
年
表
な
ど
の
資
料
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◆
「
三
鷹
市
議
会
史
記
述
編
」

（
Ａ
５
判
950
ペ
U
ジ
）

３
千
円

◆
「
三
鷹
市
議
会
史
資
料
編
」

（
Ａ
５
判
１
千
830
ペ
U
ジ
）

３

千
800
円

◆
「
三
鷹
市
議
会
史
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ

Ｍ
」

２
千
800
円

い
ず
れ
も
情
報
公
開
総
合
窓
口

（
市
役
所
２
階
）
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

∞
議
会
事
務
局
ò
内
線
３
１
１

３

三
鷹
市
議
会
で
は
、
三
鷹
市
制

施
行
50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

「
三
鷹
市
議
会
史
」
の
編
さ
ん
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

記
述
編
・
資
料
編
と
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ

Ｏ
Ｍ
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。「

三
鷹
市
議
会
史
」
の
刊
行
は

昭
和
57
年
に
次
ぐ
も
の
で
、
今
回

定
め
る
高
度
地
区
の
指
定

◇
新
た
な
防
火
規
制
区
域
の
指
定

◇
特
別
用
途
地
区
の
導
入

※
「
意
見
を
聴
く
会
」
で
の
資

料
は
都
市
計
画
課（
市
役
所
５
階
）

の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
詳
細
は
三
鷹
市
ホ
U
ム
ペ
U

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
】

◆
提
出
期
限
　
４
月
21
日
Ã

◆
あ
て
先

〒
181
―
８
５
５
５
三

鷹
市
役
所
都
市
計
画
課

※
三
鷹
市
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
か
ら

も
投
稿
で
き
ま
す
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

５

現
在
、
東
京
都
は
平
成
16
年
度

決
定
を
め
ど
に
用
途
地
域
等
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
「
用
途
地
域
等
の
指

定
に
関
す
る
三
鷹
市
の
基
本
方
針

（
素
案
）」
を
も
と
に
、
具
体
的
な

検
討
案
を
と
り
ま
と
め
、
３
月
27

日
〜
４
月
５
日
に
、
「
意
見
を
聴

く
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、
市
で
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
市

と
し
て
の
変
更
原
案
を
作
成
し
ま

す
。

【
検
討
案
の
主
な
内
容
】

◇
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定

◇
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を

境
を
つ
く
る

家
の
周
囲
に
雑
誌
、
新
聞
紙
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
。
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
時
間
に

出
す
。
暗
い
場
所
に
は
外
灯
を
取

り
付
け
る
。
物
置
や
車
庫
に
は
鍵

を
付
け
る
。
自
動
車
・
自
転
車
の

カ
バ
U
は
防
炎
性
の
あ
る
も
の
を

使
う
、
な
ど
。

◆
ガ
ス
テ
U
ブ
ル
類
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ

調
理
器
具
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。
揚
げ
物
を

し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ

な
い
。
て
ん
ぷ
ら
油
の
火
災
を
水

や
マ
ヨ
ネ
U
ズ
で
消
火
し
よ
う
と

す
る
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
す
。

◆
た
ば
こ
に
気
を
つ
け
る

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

就
寝
時
や
外
出
時
に
は
喫
煙
し
た

場
所
を
必
ず
確
認
す
る
。
吸
い
殻

は
、く
ず
か
ご
な
ど
に
捨
て
な
い
。

∞
三
鷹
消
防
署
ò
47
―
０
１
１

９

ミ
ヨ

参
し
て
豆
腐
を
買
い
に
い
く
な

ど
、
ご
く
普
通
に
環
境
に
や
さ

し
い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
商
品

を
購
入
す
る
と
き
に
、
過
剰
な

包
装
は
し
な
い
、
買
い
物
か
ご

を
持
参
す
る
な
ど
に
よ
り
ご
み

は
確
実
に
減
ら
せ
ま
す
。

つ
ま
り
、
ご
み
減
量
の
第
２

歩
は
、
私
た
ち
買
う
側
の
意

識
・
商
品
を
売
る
側
の
意
識
を

変
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ご
み
の

減
量
の
第

３
歩
に
、

ご
み
に
し
な
い
方
法
が
あ
り
ま

す
。
リ
ユ
U
ス
（
再
使
用
）
や

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
ご
み

で
は
な
く
商
品
や
資
源
に
な
り

ま
す
。
フ
リ
U
マ
U
ケ
ッ
ト
や

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用

も
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
購
入

す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
有
効
に

活
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ま
た
、
空
き
ビ
ン
や
、
空
き
缶
、

紙
パ
ッ
ク
な
ど
資
源
化
で
き
る

も
の
は
多
く
あ
り
ま
す
。
燃
え

る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
に
出

す
前
に
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。日

常
生
活
を
営
む
う
え
で
ご

み
は
必
ず
出
る
も
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
環
境
に
配
慮
し
た

生
活
習
慣
を
一
人
ひ
と
り
が
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
ご
み
は
必

ず
減
る
の
で
す
。

※
次
回
の
テ
U
マ
は
「
食
と

生
活
の
変
化
と
環
境
」
で
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５

２
３

テ
レ
ビ
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
U

ル
、
新
聞
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
多
く

の
商
品
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

そ
れ
ら
の
中
で
、
欲
し
い
も

の
、
必
要
な
も
の
を
選
択
し
て

購
入
す
る
わ
け
で
す
が
、実
は
、

あ
ま
り
必
要
が
な
か
っ
た
り
、

同
じ
も
の
が
す
で
に
あ
る
の
に

購
入
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
場
合
、
最

終
的
に
ご
み
と
な
っ
て
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
冷
蔵
庫
の
隅
に
賞
味

期
限
の
切
れ
た
食
材
や
、
食
べ

残
し
た
料
理
が
あ
り
、
そ
の
ま

ま
ご
み
袋
に
捨
て
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

ご
み
の
減
量
の
第
１
歩
は
、

こ
の
購
入
時
に
あ
る
の
で
す
。

必
要
な
も
の
を
必
要
な
量
だ
け

購
入
す
る
こ
と
で
、
ご
み
は
減

り
ま
す
。

近
ご
ろ
の
商
品
は
、
ト
レ
U

に
の
っ
て
ラ
ッ
プ
に
包
ま
れ
た

も
の
が
多
く
、
料
理
が
終
わ
っ

た
あ
と
で
、
ト
レ
U
が
い
く
つ

も
出
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ト
レ
U
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
ら
い
い
の

で
は
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
U
を
考
え
る
と
、
決
し
て
環

境
に
よ
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

少
し
前
に
は
、
古
新
聞
に
く

る
ま
れ
た
野
菜
や
、
な
べ
を
持

「
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
」

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』⑭

家
内
労
働
の

委
託
状
況
届
は

４
月
30
日
ま
で
に

４月から

「三鷹市環境センター」に

第１処理場 （焼却場）の

名称が変わりました

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

走
行
規
制
の

地
域
説
明
会

各
種
支
援
制
度
な
ど
を
紹
介

「
下
水
処
理
場
」
に
代
わ
る

名
称
を
募
集

東
京
都
下
水
道
局

「
治
水
」っ
て
何
だ
ろ
う

総
合
治
水
推
進
週
間

施
設
見
学
会

原
因
ワ
U
ス
ト
３
は

放
火
・
ガ
ス
テ
U
ブ
ル
・
た
ば
こ

昨
年
の
市
内
火
災
発
生
件
数
62
件

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

４
月
の

「
掘
り
出
し
物
」
抽
選

「三鷹市議会史」が
完成しました

記述編・資料編・ＣＤ―ＲＯＭ

用
途
地
域
等
の

見
直
し
に
関
す
る

検
討
案
に
ご
意
見
を

市
内
で
急
増
¿

サ
ム
タ
ー
ン
（
内
鍵
）
回
し
に
よ
る

空
き
巣
と
車
上
ね
ら
い


